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 私には、とても元気で、いつも私のことを支

えてくれるすてきな友達がいます。私は、その

友達のことを信らいしています。なぜなら、私

が一番苦しかった時に、その友達が助けてくれ

たからです。その時に友達にしてもらったこと

が本当にうれしく、今思い出してもとてもあた

たかい気持ちになります。それくらい、私にと

って心に残っています。 

 四年生の六月、私は手話に興味を持ち、学校

でも練習をしていました。手話には、中指を立

てながら手を上下に動かす「兄弟」という意味

の手話があります。ある日、その手話を練習し

ている時に、たまたま目の前をクラスメイトが

通りかかりました。その時、私がちょうど中指

を立てていたので、クラスメイトに「Ａさんが

自分に向けて中指を立てている」とご解されて

しまいました。私は、すぐに理由を説明しまし

たが信じてもらえず、それからは、クラスメイ



トの近くを通るたびに中指を立てられ、笑われ

るようになりました。最初は気にしないように

していましたが、何回も続くうちにだんだんと

苦しくなってきました。しかし私は、そのこと

をだれにも相談することができませんでした。

どうすればいいか分からず、苦しい時間が続き

ました。そんな時に気づいてくれたのが、私の

友達でした。友達は、私の様子を見て「Ａさ

ん、大丈夫？」と声をかけてくれました。たっ

た一言でしたが、私にとってはとてもあたたか

く、心強く、安心できる言葉でした。私は友達

にすべて話しました。 

 それからは、友達がいつも味方でいてくれま

した。中指を立てられた時には、代わりにおこ

ってくれました。そのせいで友達自身がきずつ

けられそうになった時も、「別にいいよ」とか

ばってくれました。そのすがたは、とてもかっ

こよかったです。そのような友達のおかげで中

指を立てられることはなくなりました。 

 この出来事があったことで、私は、いやなこ

とを言われたりされたりしても、だれかに相談



したり、自分の気持ちを言ったりすることがで

きるようになりました。優しく心強い友達がい

て安心できること、その友達を信じられること

で、自分自身も安心して強くなれるのだと感じ

ました。 

 また、前の私のように、だれにも相談できず

に苦しんでいる友達もいると思います。その時

は見て見ぬふりをせず、私の友達がしてくれた

ように「大丈夫だよ」と声をかけ、助けていき

たいです。そして、友達が私にくれた優しさや

強さを、今度は私が次の人につないでいきたい

です。 


